
採寸方法
• 長さの計測はすべて縦軸に対して直角（垂直）に行ってください。
• 患者さんの体調にもよりますが、可能な場合には、すべての長さは立位姿勢にて計測または

• 最適な圧力分散および解剖学的フィットを得られるために、足先斜め加工をを推奨します。
• �枚の弾性着衣を組み合わせて着用する場合は、つま先部分とストッキングは� cm以上重なっている

必要があります。

弾性着衣
ストッキングおよびパンティストッキング

周径の計測
• 周径の計測は、脚を環状に真っ直ぐ測ります。皮膚のシワやくぼみがある部位での計測は行いません。
• 症状によっては、やや張力をかけて測ります。
• 可能な場合には、cA点 および太腿計測は立位姿勢にて行うことを推奨します。

cA点 cY点 cB点 cB  点�

第�趾のMP関節のライン
(立位にて）

足部を背屈した状態で踵と
足関節のライン

 
 

くるぶしのすぐ上のライン 
(足背より指 � 本程度上）

腓腹筋の始まりのライン

cC点 cD点 cE点 cF点
下腿最大部 腓骨頭のライン 膝を若干曲げた状態で膝蓋骨

より指 � 本程度上のライン
太腿部の中間のライン

cG点 cK点 cH点 cT点
太腿の最も太い部分 恥骨の上端 腹部の最も太いライン ウェストまたはパンティ

ストッキングの上端の高さのライン

確認することを推奨します。




